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推進工事の名わき役
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広さを確保できない
測量作業は非常に難しい

稲葉：本日の座談会の進行役を務めま
す㈱ソーキの稲葉です。本誌編集委員
で測量を担当しております。推進工事
において測量の立場は掘削技術や掘
進機に比べてわき役という感じですが、
非常に重要なものです。また推進管体
自体を地中に押し込むという推進工法
の施工の特性や、測量に適した広さを
確保できない立坑内や推進管内の作業
環境を考えると推進の測量作業は非常
に難しいものだと思います。また、日本
では下水道普及率の向上（平成25年
度末現在77.0%）とともに工事量も減
少し一時の勢いがなくなってきておると
同時に、様々な問題も出てきております。

本日はこの名わき役「測量」に焦点を
あて、忌憚のない御意見を伺いたいと
おもいます。
　この座談会の趣旨といたしまして、普
段あまり測量に関わっておられない方
へ推進測量の実態が分かってもらえるよ
うなものにしたいと考えています。
　まず始めに皆さんの自己紹介と現在
の立場および推進工事の測量との関わ
りについてお話を伺いたいと思います。

入社当初の管内測量が懐かしく

塩見：機動建設工業㈱の塩見です。入
社から現在まで、現場施工管理を担当
しています。推進測量との関わりは入
社当時からで、当時、徐々に曲線推進

の施工が出始めて、先輩の下で管内測
量のため馬車馬のように這いつくばっ
て推進管内を移動していたのが懐かし
く思えます。当時現場にパソコンなどな
く、曲線計算はポケットコンピュータを
使用していました。1m×10mくらいあ
る方眼用紙に計画線を記入して測量結
果をプロットし、掘進機の想定位置や
次に修正をかけた場合の想定位置など
プロットし、修正量を決めて心配しなが
ら推進施工を行っていました。現在は、
推進精度の要求がますます厳しくなり、
推進精度確保のために日々努力してい
ます。

27 ～ 8年前
ポケコンに計算ソフトを組み込んで

濱田：ヤスダエンジニアリング㈱の濱
田です。現在は主に金属探査技術とか
CCDカメラ測量のような比較的新しい
推進測量技術の開発に携わっておりま
す。推進工事測量との関わりですが、
27〜8年前、現場監督として、小口径
管推進ではレーザトランシットによる直
線測量、大中口径管推進では光波トラ
ンシットを管内に入れてトラバース測量
し、電卓を使って手計算で掘進機位置
を算出していました。その頃は携帯電
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話もなく、ポケットベルの時代でファッ
クスはありましたが、パソコンも一般に
はなかったと思います。やがて推進力
のあまりかからない工法などの開発によ
り、推進距離が300、400mと伸びて
行き1スパンに施工する曲線の数も増
え、施工曲線の曲率半径も小さくなって
きました。そのような状況で、トラバー
ス測量を手計算でしていたのでは、時
間がかかることから作業服のポケットに
入り、坑内で手軽に掘進機位置を計算
できるように、ポケットコンピュータにト
ランシットの振り角度と、トランシット間
の距離を入力することによって掘進機
位置の計算ができるソフトを考え、ポケ
コン内に組み込みました。自社だけで
なく、他社の監督さんにもそのポケコン
をたくさん使っていただいたのが、推進
工事測量の関わりとなりました。

エースモール
開発当初から携わり20年

武村：アイレック技建㈱の武村です。
小口径管推進技術に関しましては、昭
和62年よりエースモール工法の開発か
ら携わっており、途中数年のブランクは
ありましたが、営業経験も含め約20年
となります。現在は、エースモール工
法の設計、施工技術支援および技術開
発が主たる業務です。エースモール工
法は長距離・曲線推進を特長としてお
り、高精度な測量技術の確立が重要な

ポイントでした。導入当初は精度確保
が困難でしたが、様々な改良と新しい
技術の導入で高精度化を実現してきた
ところです。現在も課題を克服するため
の、改良改善や技術開発に取り組んで
いるところです。

測量機器の老舗がはじめて市場参入

西川：タマヤ計測システム㈱の西川で
す。よろしくお願いいたします。当社の
創業は1675年（延宝3年）といいます
から、今から340年前になります。江
戸時代の初期、第4代目将軍徳川家綱
の時代になります。イギリスではグリニッ
ジ天文台がこの年に完成したそうです。
江戸で「玉屋」の屋号で眼鏡を販売し
始め、海外からの伝来品であった眼鏡
をただ単に販売するだけではなく、フ
レームやレンズの調整を顧客ごとに行
い、眼に負担をかけない安全で精度の
高い眼鏡提供に心がけていたということ
です。この「正確に捉える」ことへの探
究心と技術の蓄積が眼鏡から計測器の
領域へと扱う商品が広がったようです。
　明治の中期ごろまでは測量機器のほ
とんどが輸入品で国産品がありません
でした。そこでいち早く国産化したのが
弊社でした。以来、数々の測量機器を
提供することになり測量機器業界でも草
分け的存在として現在に至り、主に測
量、気象環境、航海計器、ダム堤体観

測に使われる機器を扱っています。こ
れまで推進工事関連の測量機器の扱い
はありませんでしたが、数年前に、何
件かの顧客からの依頼もあり、推進工
事向けにレーザセオドライトをはじめ
レーザ照準器、レーザ鉛直器の製造販
売を開始しました。

原因が分からず
一晩中管内でエラー対応も

本間：㈱ソーキの本間です。特機プロ
ジェクト部で営業をしております。弊社
オリジナルの推進自動測量システムのレ
ンタルおよび設置をおこなっており、経
験年数は約15年になります。入社当初
の推進自動測量システムはまだ完成さ
れていたわけではありませんでした。実
際現場でうまく計測ができなかったこと
があり、原因が解らず一晩中管の中で
エラー対応をしたことがありました。自
動測量システムで色々な現象・症状が
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大正7年に陸地測量部から検定を受けた
玉屋製三等経緯儀（Transit Thedolite）


